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III　医療事故情報等分析作業の現況

（４）グリセリン浣腸実施時の体位に関する注意喚起

当事業で提供している医療安全情報の他、平成１８年２月に日本看護協会から「立位による浣腸実

施の事故報告」1）、平成１８年６月に神奈川県看護協会から「患者安全警報№６　安全なグリセリン浣

腸の実施について」2）のグリセリン浣腸実施時に関する注意喚起がなされている。また、平成１９年

に実施された第９６回看護師国家試験には、グリセリン浣腸実施時の危険な体位に関する問題が出題

されており、その回答を立位 3）としている。

《第９６回看護師国家試験　グリセリン浣腸実施時の体位に関する問題》

グリセリン浣腸時の体位で腸管穿孔の危険性が最も高いのはどれか。

１．立位

２．側臥位

３．仰臥位

４．シムス位

回答：１．立位

（５）まとめ

平成１９年２月に提供した医療安全情報では、事例が発生した医療機関の取り組みとして、浣腸の

実施は、左側臥位を基本とし慎重に行うことを掲載した。

その後、平成１９年に２件、平成２１年に２件、合計４件の類似事例の報告があり、類似事例の発

生が続いている。

本報告書分析対象期間内に報告された事例により、立位による浣腸の危険性を再認識させられる報

告であり、本稿の中でそれを紹介した。今後も、引き続き類似事例発生の動向に注目していく。
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